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京都帝國大畑天交部だより

　　　　　　　　荒木俊馬學位感応論文審査要旨

　提出せる論文は「セブエdド憂光星の大時圏の塵力攣化に關する高温電

離の理論による研究」（窪手）ミ題する主論文一篇及び参考論文四篇εより

成って居る．主論文は「セフエイド攣光星に於ける野際攣1ヒ」及び「セブ

エイド攣光星の大氣圏の学力攣化に關する定性的研究」ざ題する二節に分

けてあるが，其内容は固より相連綾せる一篇を成して居る．

　セブアイ式憂光の特徴は，其光度の憂化に件なうて常にスペクDしの憂

化，及び特殊の親線速度攣1ヒを呈するこεであるが，著者は此世様の憂化

の相互關係を精細に吟味したる結果，若しスペクトルの攣化を以て箪に温

度の憂化のみによるものなりミし，スペクトルε温度ごは，攣毒せざる普

通星の場合に於ける如くに上封慮するものミして解回すれば，温度の憂化

ミ光度の攣化ごは大小懸隔して容易に相調和し難きこミを注意し，これを

よく説明せんがためには，高温度に於けるガス膿の電離に回するサバの理

論を磨略し，ガス腱の晒するスペクトルの歌態は，其ガス艦の温度ξ厘iカ

ミによるものなりEすれば可なるこE．斯くして三様の憂1ヒの相互關係は

容易に相調和せしめ呼べきこミを論じて居る．第一節に於ては，ハーバー

ド大町天文皇サーーキユラー一　313號に護表せる七十個のセブエイド憂光星に

關する観測報告中より，本問題の研究に必要なる材料を具備せるもの五十

八個の攣光星を選み，これを前蓮の如くサバの理論を慮饗して解繹すれば，

最小光度の時の氣歴は，最大光度の時の氣厘iに比し十倍乃至三十倍の大さ

のものざ見れば可なりεいふこミ，及び爾時期に於ける氣厘の比の早耳は

覗線速度攣化の振幅E直線關係を有するSいふ結果を得て居り，第二節に

於ては，更に一歩を進めて，精確なる槻測材料の豊富なるδセフエイ，ηア

キレa，及びWサギタリーの三個のセフエイド攣光星を取り，仔細にこ

れを研究し，前掲の理論を慮用すれば，攣光週期間内に於ける氣歴の攣化

は頗るよく攣光曲線及び覗線速度攣化曲線S相件なふものなるこεを謹明
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して居る．

　セブエード攣光星の直前の原因如何ミいふこミに湿ては，從來種々の假

設が提出されては居るが，甲是乙非，未だ四界の定説εすべきものがない．

本論文の研究の如きは斯の如き現白犬に画して新らしき進路を打開するもの

で，其學界に及ぼす功績は頗る大きいこξX思はれる．

　参考論文の中

　第一　セフエイド攣光星及び長週期憂光星に於ける憂光週期こ三光振幅

　　　　εの面心に就て

　第二　南光曲線の統計的研究によりて，週期的愛光星を四種類に分ち得

　　　　べきこミを論ず

　第三　長週期攣光星の愛光要素の攣化性に重て

の三篇は，攣光星の統計的研究に關して著者の造詣頗る深きこεを示すも

のであり．

　第四　相封性理論により期待さるXスペクトル線の塾主を，遊星歌星雲

　　　　の問題により重訂し得べき可能性あるこミを論ず

の一篇は，理論的研究に關して，著者の創意の頗る傾聴すべきものあるこ

εを示すものである．

　之を要するに著者の提出せる論文はこれによりて學界を碑盆したる功績

は勘なくない．よって著者荒木俊馬は理學博士の學位を授與せらるべき資

格あるものミ認定する．なほ本論文の審査に翻りては審査員教授新城新藏

は其教授在職中これに参加したるこΣを附言する．

　　　昭和四年七月　　　　　　　　審査員　教授　山　本　一　清

　　　　　　　　　　　　　　　　審査員　教授　木　村　正　路

　　　　　　　　　　　最も長い名の彗星

　昨年水澤の山崎技師が獲噛した彗星は，同年中にフオルベス，スマイリ

爾氏も獲灯したのみならす，1S73年にコジアミヰンネケミが嚢威したもの

や，1818年にボンが見たものや，更に遡って1457年にトスカネリが見ナこも

のミ皆同一であるε知らた．それで此の彗星は「トスカネリ・ボン。コジア・

ヰンネfr　eヤマサキ・フオルベス・スマイリ彗星」ミ呼ばれるこεになった！！！


